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巻
頭
レ
ポ
ー
ト

「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
３
」

グ
ラ
ン
プ
リ
は
、大
塚
製
薬
㈱「
と
ど
け
、熱
量
。」が
受
賞
!!

主
催
：

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

　
「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
３
」は
、

２
０
１
２
年
４
月
か
ら
２
０
１
３
年
３
月

ま
で
の
期
間
に
、
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日

本
企
画
が
販
売
・
管
理
を
行
っ
て
い
る
駅

お
よ
び
車
両
の
メ
デ
ィ
ア
に
掲
出
さ
れ
た

交
通
広
告
作
品
を
審
査
対
象
と
し
た
、
交

通
広
告
最
大
の
広
告
賞
で
す
。

　

こ
の
広
告
賞
に
、
当
協
会
は
後
援
と
し

て
参
加
し
て
お
り
、
協
賛
の
「
東
日
本
旅

客
鉄
道
㈱
」「
㈱
東
京
メ
デ
ィ
ア
・
サ
ー
ビ

ス
」
と
共
に
交
通
広
告
の
更
な
る

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

審
査
作
品
数
は
総
計
１
６
６
０

点
で
、
仲
畑
貴
志
審
査
員
長
を
始

め
と
し
た
８
名
の
審
査
員
に
よ
る

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン

プ
リ
１
点
、
各
部
門
の
最
優
秀
部

門
賞
５
点
と
優
秀
作
品
賞
25
点
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
賞
１
点
の
計
32
点
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
高
賞
で
あ
る
グ
ラ
ン
プ
リ
に

輝
い
た
の
は
、大
塚
製
薬
㈱
「
と
ど

け
、熱
量
。」
で
し
た
。女
優
の
満
島

ひ
か
り
さ
ん
の
横
顔
に
、
コ
ピ
ー

を
一
言
入
れ
た
だ
け
の
シ
ン
プ
ル

な
構
成
で
、
爽
快
さ
や
美
し
さ
が
ダ
イ
レ

ク
ト
に
伝
わ
る
と
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
４
年
目
を
迎
え
た

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
部
門
で
は
、
審
査
対

象
に
新
し
く
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
が
加
わ
っ
た

こ
と
で
、
作
品
の
幅
が
よ
り
一
層
広
が
り
、

今
回
、
東
京
駅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
大
型

ビ
ジ
ョ
ン
のT

O
K

Y
O

 M
A

RU
-V

ISIO
N

の
作
品
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
賞
に
選
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
企
画
部
門
で
は
、
車
両
の
床
や

グランプリを獲得した大塚製薬㈱ニュートラシューティカルズ事業部宣
伝部部長 中森好彦様（右）と㈱ジェイアール東日本企画代表取締役社長 
小暮和之氏（左）

７
月
29
日（
月
）に
、今
年
で
25
回
目
を
迎
え
た「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
」

の
各
受
賞
作
品
の
発
表
お
よ
び
贈
賞
式
・
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
（
池
袋
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  ●審査員長
　　  仲畑 貴志氏　　コピーライター
  ●審 査 員
　  　川口 清勝氏　　アートディレクター

  十文字 美信氏　写真家
  副田 高行氏　　アートディレクター
  田中 里沙氏　　宣伝会議取締役編集室長
  前田 知巳氏　　コピーライター
  原野 守弘氏　　クリエイティブディレクター
  日野 正夫氏　　東日本旅客鉄道㈱
　　　　  　　 　執行役員事業創造本部副本部長

【審査員一覧】

※敬称略
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ト
イ
レ
の
鏡
な
ど
、
空
間
や
ス

ペ
ー
ス
の
特
性
を
活
用
し
、
商

品
の
特
徴
と
上
手
く
合
わ
せ
た

作
品
が
印
象
的
で
し
た
。

　

贈
賞
式
・
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

は
、
受
賞
広
告
主
・
広
告
会
社

の
皆
様
、
審
査
員
の
方
々
、
プ

レ
ス
関
係
者
、
協
賛
社
を
代
表

し
て
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
常
務

取
締
役
事
業
創
造
本
部
長 

森
本

雄
司
氏
、
同
執
行
役
員
事
業
創

造
本
部
副
本
部
長 

日
野
正
夫
氏
、

㈱
東
京
メ
デ
ィ
ア
・
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役
社
長 

佐
々
亨
氏
、

当
協
会 

今
木
甚
一
郎
会
長
ら
が

出
席
し
、盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
賞
式
の
中
で
、
グ
ラ
ン
プ

リ
と
各
最

優
秀
部
門

賞
の
受
賞

広
告
主
様

に
は
、
㈱

ジ
ェ
イ
ア

ー
ル
東
日

本
企
画
代

表
取
締
役

社
長　

小

暮
和
之
氏

か
ら
表
彰
状
、
副
賞
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
ア
ー
ト
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
で
審
査
員
も
務
め
る
副
田
高
行

氏
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
も
と
デ
ザ
イ
ン

が
一
新
さ
れ
、
東
京
駅
丸
の
内
駅
舎
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
完
成
い
た

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
受
賞
作
品
は
一
般
に
広
く
公
開

さ
れ
、
８
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、

東
京
駅
丸
の
内
地
下
「
ア
ー
ト
ロ
ー
ド
」・

「
Ｊ
・
Ａ
Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
、
展
示
会
が
開

催
さ
れ
た
ほ
か
、
京
浜
東
北
線
・
根
岸
線

Ａ
Ｄ
ト
レ
イ
ン
「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
３
号
」
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

大塚製薬株式会社　とどけ、熱量。
　グランプリ　

東京駅丸の内地下 J・AD ビジョン

京浜東北線・根岸線 AD トレイン

東京駅丸の内地下アートロード

東京駅丸の内駅舎をモチーフとしたトロフィー。
制作は、副田デザイン制作所。
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部門

グランプリ

駅ポスター部門

車内ポスター部門

サインボード部門

デジタルメディア部門

企画部門

JR 東日本賞

「交通広告グランプリ 2013」 受賞作品リスト

クライアント名

大塚製薬株式会社

株式会社レコチョク

株式会社モンテローザ

東日本旅客鉄道株式会社

株式会社読売新聞東京本社

株式会社クロスカンパニー

日本コカ・コーラ株式会社

JR グループ

サントリーホールディングス株式会社

防衛省 海上幕僚監部 広報室

株式会社朝日新聞社

東日本旅客鉄道株式会社

JR グループ

ダイビル株式会社

マウリッツハイス美術館展 実行委員会

ラフォーレ原宿

株式会社ルミネ

本田技研工業株式会社

株式会社ぐるなび

国立新美術館

サントリーホールディングス株式会社

サントリーホールディングス株式会社

エイベックス通信放送株式会社

株式会社ヤナセ

株式会社オリエンタルランド

ライオン株式会社

アシックスジャパン株式会社

ビックロ（株式会社ビックカメラ/ 株式会社ユニクロ）

株式会社メニコン

寺田倉庫株式会社

東宝東和株式会社

株式会社トヨタマーケティングジャパン

タイトル

とどけ、熱量。

レコチョクBEST「思い出が再生する。キャンペーン」

白木屋男会キャンペーン

秋田新幹線スーパーこまち「JAPAN RED」

編集手帳 AD ギャラリー

earth music&ecology

エメマン 新デザイン篇

山陰デスティネーションキャンペーン

恋する２人

平成24年度自衛隊観艦式・海上自衛隊創立60周年

学割

JR SKISKI × GReeeeN

北海道デスティネーションキャンペーン

ビルはビルでもダイビルです。

マウリッツハイス美術館展

HUMAN NATURE. LAFORET

ルミネ バーゲン啓蒙広告

負けるもんか

忘年会はお祭りだ。

「具体」展

JR東京駅・新橋駅地下通路デジタルシートセット（黒烏龍茶）

サントリー 恋する環境広告シリーズ

ドコモdビデオ Powered by BeeTV

ヤナセ企業CM ブリッジ篇

Where dreams come true 「夢はつづく」篇

「ナノレベルの白さへ」キャンペーン

アシックスブランド広告・2020東京オリンピック招致

ビックロ オープニング広告

Magic 1day Menicon Flat Pack

minikura「不動産広告パロディ」

「SNOW WHITE」魔法の鏡広告

ReBORN CROWN

賞名

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞
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　駅ポスター部門　

●優秀作品賞
株式会社モンテローザ
白木屋男会キャンペーン

●優秀作品賞　東日本旅客鉄道株式会社　秋田新幹線スーパーこまち「JAPAN RED」

●優秀作品賞　株式会社クロスカンパニー　earth music&ecology

●優秀作品賞　株式会社読売新聞東京本社　編集手帳 AD ギャラリー

●最優秀部門賞　株式会社レコチョク　レコチョクBEST「思い出が再生する。キャンペーン」

●優秀作品賞　
日本コカ・コーラ株式会社　エメマン 新デザイン篇
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　車内ポスター部門　　
●最優秀部門賞　JRグループ　山陰デスティネーションキャンペーン

●優秀作品賞　株式会社朝日新聞社　学割 ●優秀作品賞　東日本旅客鉄道株式会社　JR SKISKI × GReeeeN

●優秀作品賞　防衛省 海上幕僚監部 広報室　平成24年度自衛隊観艦式・海上自衛隊創立60周年

●優秀作品賞　サントリーホールディングス株式会社　恋する２人

●優秀作品賞　JRグループ　北海道デスティネーションキャンペーン
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●優秀作品賞　株式会社ぐるなび　忘年会はお祭りだ。

　サインボード部門　

●優秀作品賞　
ラフォーレ原宿　
HUMAN NATURE. LAFORET

●優秀作品賞　
本田技研工業株式会社　
負けるもんか

●優秀作品賞　株式会社ルミネ　ルミネ バーゲン啓蒙広告

●最優秀部門賞　ダイビル株式会社　ビルはビルでもダイビルです。

●優秀作品賞　マウリッツハイス美術館展 実行委員会　マウリッツハイス美術館展



Vol.20

7

　デジタルメディア部門　

●優秀作品賞　サントリーホールディングス株式会社　JR東京駅・新橋駅地下通路デジタルシートセット（黒烏龍茶）

●優秀作品賞　エイベックス通信放送株式会社
ドコモdビデオ Powered by BeeTV

●優秀作品賞　サントリーホールディングス株式会社
サントリー 恋する環境広告シリーズ

●優秀作品賞　
株式会社オリエンタルランド　
Where dreams come true 「夢はつづく」篇

●最優秀部門賞　国立新美術館　「具体」展

●優秀作品賞
株式会社ヤナセ

ヤナセ企業CM ブリッジ篇
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株式会社トヨタマーケティングジャパン　ReBORN CROWN
　JR東日本賞

●優秀作品賞　
株式会社メニコン　Magic 1day Menicon Flat Pack

●優秀作品賞
アシックスジャパン株式会社
アシックスブランド広告・
2020東京オリンピック招致

●優秀作品賞　東宝東和株式会社
「SNOW WHITE」魔法の鏡広告

●優秀作品賞
寺田倉庫株式会社　minikura「不動産広告パロディ」

●優秀作品賞　ビックロ（株式会社ビックカメラ/株式会社ユニクロ）　ビックロ オープニング広告

　企画部門　
●最優秀部門賞　ライオン株式会社　「ナノレベルの白さへ」キャンペーン
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60年目を迎える「奈良大和路」のポスター
副会長　坂田　英洋（株式会社ジェイアール西日本コミュニケーションズ）

　

奈
良
県
、
奈
良
市
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、

近
鉄
、
奈
良
交
通
の
５
者
共
同
で
毎
年

制
作
さ
れ
、
全
国
の
鉄
道
駅
に
掲
出
さ

れ
て
い
る
「
奈
良
大
和
路
」
と
い
う
ポ

ス
タ
ー
が
あ
る
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、

奈
良
の
歴
史
・
文
化
の
魅
力
を
深
め
、

奈
良
大
和
路
へ
の
観
光
客
誘
致
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
29
年

に
初
め
て
制
作
さ
れ
、
そ
の
後
毎
年
１

～
２
回
制
作
さ
れ
て
き
た
。
今
年
で
60

年
目
、
93
回
目
を
迎
え
る
。
毎
回
、
奈

良
の
古
寺
に
あ
る
仏
像
を
テ
ー
マ
に
し

て
、
し
か
も
入
江
泰
吉
氏
な
ど
著
名
な

写
真
家
が
撮
っ
た
写
真
を
利
用
し
て
制

作
さ
れ
て
い
る
。
60
年
も
の
間
、
こ
ん

な
長
く
同
じ
テ
ー
マ
で
継
続
し
て
い
る

ポ
ス
タ
ー
が
他
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

京
都
と
は
違
う
、
奈
良
の
仏
像
と
い
う

文
化
財
の
豊
富
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

ど
の
仏
像
を
題
材
に
す
る
か
と
い
う

こ
と
は
、５
者
が
交
代
で
幹
事
と
な
り
、

専
門
家
な
ど
の
意
見
も
取
入
れ
な
が
ら

決
定
し
て
い
る
。
奈
良
に
仏
像
が
い
か

に
豊
富
と
言
っ
て
も
、
ポ
ス
タ
ー
の
題

材
と
し
て
相
応
し
い
仏
像
を
93
回
と
も

違
っ
た
も
の
に
す
る
と
い
う
訳
に
は
い

か
ず
、
何
回
か
同
じ
仏
像
が
選
ば
れ
て

い
る
。
い
ま
ま
で
に
４
回
登
場
し
た
仏

像
が
３
体
、
３
回
が
６
体
、
２
回
が
10

体
、
１
回
が
42
体
で
、
合
計
61
体
の
仏

像
が
選
ば
れ
て
い
る
。
最
も
多
い
４
回

登
場
し
た
仏
像
は
、
興
福
寺
の
阿
修
羅

像
（
写
真
１
）、
中
宮
寺
の
如
意
輪
観

音
像
（
写
真
２
）、
秋
篠
寺
の
伎ぎ

芸げ
い

天て
ん

立り
つ

像ぞ
う

（
写
真
３
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

有
名
で
人
気
が
あ
り
、
絵
に
な
る
仏
像

で
あ
る
。私
も
大
好
き
な
仏
像
で
あ
る
。

　

私
が
最
初
に
奈
良
の
仏
像
に
接
し
た

の
は
高
校
３
年
生
の
春
休
み
で
、
友
人

２
人
と
福
井
駅
か
ら
夜
行
列
車
に
乗
り

京
都
経
由
で
奈
良
に
来
た
時
で
あ
っ

た
。
い
ま
ま
で
教
科
書
で
し
か
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
古
寺
の
建
築
や
仏
像
を

直
接
目
に
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
感

動
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
昭
和
44

年
、
大
学
に
入
学
し
、
古
寺
を
探
訪
す

る
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
１
～
２
ケ
月
に

１
回
は
奈
良
の
古
寺
を
巡
り
歩
い
た
。

当
時
は
暗
い
お
堂
の
中
に
置
か
れ
て
い

た
仏
像
が
多
く
、
懐
中
電
灯
は
必
携
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
も
時
々
こ
れ
ら
の
古

寺
を
訪
れ
て
い
る
が
、
特
に
最
近
は
照

明
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
起
用
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
を
用
い
て
「
見
せ
る
仏
像
」
と
し
て

陳
列
に
も
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。

　

私
が
こ
の
「
奈
良
大
和
路
」
と
い
う

ポ
ス
タ
ー
の
存
在
に
気
付
い
た
の
は
、

大
学
に
入
学
し
、
近
く
の
駅
を
よ
く
利

用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

入
会
し
た
ク
ラ
ブ
の
学
生
達
に
も
、
こ

の
ポ
ス
タ
ー
は
人
気
が
あ
り
、
掲
出
期

間
の
過
ぎ
た
ポ
ス
タ
ー
を
駅
員
さ
ん
か

ら
貰
い
、
下
宿
の
部
屋
に
飾
っ
て
い
る

者
も
い
た
。

　

平
成
７
年
か
ら
３
年
間
、
私
は
㈱

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
（
以
下
Ｊ
コ
ミ
と
い
う
）
に

勤
務
し
て
い
た
。そ
の
間
の
平
成
９
年
、

77
回
目
の
「
奈
良
大
和
路
」
の
ポ
ス

タ
ー
制
作
を
Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
依

頼
さ
れ
、
薬
師
寺
の
聖

し
ょ
う

観か
ん

音の
ん

立
り
ゅ
う

像ぞ
う

（
写
真
４
）
を
題
材
に
し
た
ポ

ス
タ
ー
が
制
作
さ
れ
た
。
当
時
の

担
当
の
部
長
に
「
こ
の
仏
像
は
横

顔
の
ア
ッ
プ
が
い
い
」
と
い
う
意

見
を
言
わ
せ
て
も
ら
っ
た
記
憶
が

あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
15
年
後
、
平
成
24

年
６
月
に
私
は
２
度
目
の
Ｊ
コ
ミ

勤
務
と
な
り
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
年

に
92
回
目
の
ポ
ス
タ
ー
制
作
を
Ｊ

Ｒ
西
日
本
か
ら
依
頼
さ
れ
た
。
Ｊ

コ
ミ
と
し
て
は
発
足
以
来
５
回
目

の
担
当
で
あ
っ
た
。
今
回
は
過
去

に
選
ば
れ
た
こ
と
の
な
い
仏
像
の

中
か
ら
、
法
隆
寺
金
堂
の
釈
迦
三

尊
像
中
尊
（
写
真
５
）
を
題
材
に

し
た
ポ
ス
タ
ー
が
制
作
さ
れ
た
。

「
奈
良
大
和
路
」
の
ポ
ス
タ
ー
に

出
会
っ
て
か
ら
40
数
年
、
奈
良
大

和
路
・
仏
像
・
ポ
ス
タ
ー
が
何
か

私
の
中
で
繋
が
っ
て
い
た
よ
う
な

気
が
す
る
。

　

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か

ら
、「
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造

物
」
が
ち
ょ
う
ど
20
年
、「
古
都

奈
良
の
文
化
財
」
が
15
年
、
皆
様

方
も
一
度
は
奈
良
大
和
路
を
旅
行

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
あ
ら
た
め
て
、
ゆ
っ
く
り
と

お
越
し
い
た
だ
き
、
い
に
し
え
の

仏
像
の
魅
力
に
接
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

次
回
の
広
場
も
お
楽
し
み
に
。

広 場

秋篠寺  伎芸天立像
天平時代（頭部のみ）乾漆

（ポスター制作 H18）

薬師寺  聖観音立像
白鳳時代　銅造

（ポスター制作 H9）

法隆寺  釈迦三尊像中尊
飛鳥時代　銅造

（ポスター制作 H24）

中宮寺  如意輪観音像
飛鳥時代　木造

（ポスター制作 H23）

興福寺  阿修羅像
天平時代　乾漆

（ポスター制作 H16）

写真１ 写真２ 写真３ 写真４ 写真５
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● 

支 

部 

便 

り 

●

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部
の

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
る

　

７
月
８
日
（
月
）、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

ア
大
阪
「
鶴
寿
の
間
」
に
お
い
て
、
近
畿
・

中
国
・
北
陸
支
部「
平
成
25
年
度
定
期
総
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
坂
田
支
部
長
よ
り
次

の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
『
東
日
本
大
震
災
以
降
、
日
本
経
済
は
低

迷
し
て
お
り
ま
し
た
が
昨
年
よ
り
少
し
ず

つ
回
復
の
兆
し
が
見
え
、
広
告
業
界
に
お

い
て
も
、総
広
告
費
、鉄
道
広
告
費
と
も
に
、

５
年
振
り
に
前
年
実
績
を
上
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
で
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
へ
の
対
応
や
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

の
向
上
に
向
け
た
研
究
、
地
球
温
暖
化
防

止
や
マ
ナ
ー
向
上
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

に
取
り
組
み
、
鉄
道
広
告
の
価
値
向
上
や

社
会
的
地
位
の
一
層
の
向
上
を
目
指
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
近
畿
・
中
国
・

北
陸
支
部
に
お
い
て
も
、
各
エ
リ
ア
の
会

員
方
と
相
互
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
ま
た

本
部
と
連
携
し
な
が
ら
、
昨
年
か
ら
の
取

り
組
み
を
よ
り
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。』

【
総
会
】

審
議
事
項

①
平
成
24
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

②
平
成
25
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
は
、
幹
事
委
嘱
変
更
、
代
表

者
変
更
、
支
部
事
務
局
担
当
者
の
変
更
と
、

「
第
７
回
地
球
温
暖
化
防
止
全
国
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
概
要
、「
支
部
運
営
内
規
」
の

一
部
改
正
の
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
セ
ミ
ナ
ー
と
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
セ
ミ
ナ
ー
概
要
】

テ
ー
マ

『
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
開
発
に
つ
い
て
』

　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
「
名
庭
の

間
」
に
て
、
90
名
の
会
員
が
参
加
し
、
三

菱
地
所
㈱
大
阪
支
店
次
長
兼
グ
ラ
ン
フ
ロ

ン
ト
大
阪
室
担
当
室
長　

茅
野
静
仁
氏
よ

る
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
北
側
の
「
う
め
き
た
先
行

開
発
区
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
本
年

４
月
に
開
業
し
ま
し
た
「
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン

ト
大
阪
」
の
街
の
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
か

ら
、
建
物
・
設
備
の
設
計
、
商
業
、
オ
フ
ィ

ス
、
ホ
テ
ル
、
分
譲
住
宅
、
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ

ピ
タ
ル
等
の
街
機
能
の
開
発
、
イ
ベ
ン
ト

や
情
報
発
信
機
能
等
の
ソ
フ
ト
設
計
、
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み
づ
く
り
な

ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
か
ら
開

業
に
至
る
ま
で
の
開
発
全
般
の
経
緯
に
つ

い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
街
の
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

策
定
と
統
一
性
の
あ
る
街
の
空
間
デ
ザ
イ

ン
設
計
、そ
の
中
で
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
や
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ラ
ッ
グ
な
ど
の
街
メ

デ
ィ
ア
開
発
な
ど
、
街
全
体
の
機
能
や
デ

ザ
イ
ン
と
一
体
と
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
機
能
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お
話
を

い
た
だ
き
、
参
加
者
に
と
っ
て
大
変
興
味

深
い
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

（
以
上
）

坂田支部長

中
部
支
部

中
部
支
部
総
会
を
開
催

【
総
会
】

　

７
月
23
日
（
火
）、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ハ
ウ

ス
名
古
屋
逓
信
会
館
に
お
い
て
中
部
支
部

会
員
34
社
中
24
社
の
参
加
の
も
と
、
平
成

25
年
度
中
部
支
部
定
期
総
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
代
表
取
締
役
社
長　

阿

久
津
支
部
長
よ
り
、「
広
告
を
取
り
巻
く
環

境
は
上
向
い
て
お
り
、
そ
う
し
た
中
で
私

達
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
し
っ
か
り
と

対
峙
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

鉄
道
広
告
は
生
活
者
に
と
っ
て
非
常
に
身

近
な
存
在
で
あ
り
、
交
通
広
告
な
ら
で
は

の
取
り
組
み
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。支部総会で挨拶する阿久津支部長
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マ
で
１
２
０
分
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

１
１
４
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

情
報
過
多
や
メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
に
よ

り
過
渡
期
に
あ
る
広
告
業
界
を
踏
ま
え
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
と
い
う

人
を
動
か
す
技
術
に
つ
い
て
、
多
く
の
国

内
外
の
事
例
を
交
え
て
ご
講
演
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
考
え
る
こ
と

で
人
の
気
持
ち
や
感
情
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

重
要
性
を
ご
説
明
い
た
だ
き
、
参
加
者
は

真
剣
な
表
情
で
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

【
懇
親
会
】

　

東
海
廣
告
㈱
代
表
取
締
役
社
長
の
高
橋

副
支
部
長
の
挨
拶
・
乾
杯
に
始
ま
り
、
出

席
さ
れ
た
支
部
会
員
の
皆
様
は
和
や
か
な

雰
囲
気
の
な
か
会
員
各
社
の
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

乾杯の発声をする高橋副支部長

お集まりいただいた会員社の皆さま

セミナー講師の岸勇介氏

今
後
と
も
会
員
各
社
の
一
層
の
ご
尽
力
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
６
月
28
日
（
金
）
に

開
催
さ
れ
た
本
部
定
期
総
会
に
つ
い
て「
平

成
24
年
度
活
動
実
績
」
及
び
「
平
成
25
年

度
事
業
計
画
」
の
報
告
が
事
務
局
で
あ
る

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

よ
り
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
以
下
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
全
て
満
場
一
致
に
て
原
案
通
り
承

認
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

・
平
成
24
年
度
事
業
報
告

・
平
成
24
年
度
決
算

・
平
成
25
年
度
事
業
計
画

・
平
成
25
年
度
予
算

監
査
報
告
に
つ
い
て
は
会
計
責
任
者
の
㈱

近
宣
名
古
屋
支
社
長　

井
野
口
氏
よ
り
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
計
責
任
者
の
表
示
灯
㈱
取
締

役
名
古
屋
支
社
長　

伊
澤
氏
の
異
動
に
よ

り
、
表
示
灯
㈱
名
古
屋
支
社
長　

小
椋
氏

へ
と
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

【
セ
ミ
ナ
ー
】

　

同
日
、
同
会
場
に
て
㈱
電
通 

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー

　

シ
ニ
ア
・
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ナ
ー
岸
勇
希
氏
に
よ
る
「
人
の
気
持
ち
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
仕
事
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
と
ス
ト
ー
リ
ー
」と
い
う
テ
ー

今年の夏は 30 年に 1 度の異常気象だったそうです。竜巻や
台風による、｢経験したことのないような｣ 強風や大雨という
言葉をニュースで頻繁に耳にしました。災害に遭われた皆さ
まにはお見舞い申し上げます。最近は ｢異常気象｣ が恒例化
しているようで気がかりです。京都嵐山の渡月橋も、秋の観
光シーズンまでには復旧する予定だそうです。今年も秋を楽
しみたいですね。

●メールと写真、ご意見、ご感想はこちらへどうぞ。　 information@j-jafra.jp

　●次号Vol.21は12月1日発行予定です。お楽しみに。

編集後記

●会員社の代表者が
変更になった場合など、
変更届はホームページ

（http://j-jafra.jp）
の「各種届出書類」に
用意してございますので、ご記入
の上、事務局宛にお送り下さい。
ご協力お願いします。
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ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
制
作
も
、
お
な
じ
み

に
な
り
ま
し
た
４
名
の
著
名
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
及
び
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
深
く
謝
意
と
敬
意
を
表
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
実
験
的
に
行
っ
た
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

で
の
展
開
も
、

今
回
は
全
国
に

広
ま
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
も
駅

や
車
内
で
撮

影
し
た
ポ
ス

タ
ー
の
写
真
を

Facebook

や

tw
itter

な
ど

に
投
稿
し
て
、

多
く
の
皆
さ
ま

が
「
エ
キ
か
ら

エ
コ
」。
の
情

報
を
共
有
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
時
期

に
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
認

識
さ
れ
て
い
る

方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し

JR 東日本・秋葉原駅デジタルサイネージ

JR 北海道・札幌駅

JR 東海・静岡駅

阪神電気鉄道・芦屋駅

JR 四国・高知駅

京急電鉄・横須賀中央駅

JR 東日本・仙台駅

近畿日本鉄道・伊勢市駅

JR 西日本・天王寺駅

JR 九州・姪浜駅

横浜高速鉄道・横浜駅

JR 東日本・熊谷駅

阪急電鉄・梅田駅

神戸交通局・神戸駅 

西日本鉄道・西鉄福岡（天神）駅

今年も「エキからエコ。」にご協力をありがとうございました
 

第
７
回
地
球
温
暖
化
防
止

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
報
告

　

前
号
で
も
ご
紹
介
い
た
し
ま
し

た
よ
う
に
、
２
０
１
３
年
８
月
２

日
（
金
）
～
31
日
（
土
）
の
ほ
ぼ

１
か
月
に
わ
た
り
、
今
年
で
７
回

目
を
迎
え
る
地
球
温
暖
化
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
無
事

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
高
知
県
四
万
十
市

で
41
・
０
℃
と
い
う
日
本
最
高
気

温
を
記
録
す
る
な
ど
、
猛
暑
日
、

熱
帯
夜
も
連
続
し
、
毎
日
の
よ
う

に
熱
中
症
に
喚
起
を
促
す
注
意
報

が
出
る
ほ
ど
の
暑
さ
で
し
た
。
そ

の
暑
さ
の
続
く
中
、
駅
や
車
内
に

｢

エ
キ
か
ら
エ
コ｣

の
ポ
ス
タ
ー
が

貼
り
出
さ
れ
、
多
く
の
方
に
目
に

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
夏
休
み
の
帰
省
や
旅

行
で
鉄
道
を
利
用
さ
れ
る
多
く
の

皆
さ
ま
が
、
エ
コ
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ビ

ジ
ュ
ア
ル
と
コ
ピ
ー
に
込
め
て
、

Ｊ
Ｒ
、
私
鉄
、
地
下
鉄
を
含
む
35

社
の
鉄
道
会
社
を
は
じ
め
、
関
係

す
る
ハ
ウ
ス
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、

広
告
会
社
、
掲
出
撤
去
作
業
会
社

の
ご
協
力
に
よ
り
、
全
国
拠
点
エ

リ
ア
の
鉄
道
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し

て
延
べ
50
万
枚
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
。
以
下
は
そ
の
一
部
で
す
。

・
★
気
に
な
る
言
葉
、
気
に
な
る
形
状
★

久
し
ぶ
り
に
★
気
に
な
る
～
、｢

エ
キ
か
ら

エ
コ｣

。
駅
な
か
を
は
じ
め
、
駅
が
新
た
な

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
発
信
源
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
。

・
東
京
駅
近
く
を
歩
い
て
い
て
、
こ
の
イ

ル
カ
き
に
な
り
ま
し
た

（＾＾）
。

・
エ
キ
も
エ
コ
が
当
た
り
前
の
時
代
が
来

る
ん
で
す
ね
。

・
仙
台
市
地
下
鉄
の
中
づ
り
広
告
が
あ
す

夕
方
に
変
わ
り
ま
す
が
、
毎
年
こ
の
時
期

目
に
す
る
全
国
の
Ｊ
Ｒ
・
私
鉄
共
通
の
「
エ

キ
か
ら
エ
コ｣

に
な
る
か
も
。

・
エ
キ
か
ら
エ
コ

（^-^）


